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ホール東側の窓に風船葛による緑のカーテンを設置しました。
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学内
ニュース 風船葛（フウセンカズラ）の
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校歌斉唱でリードしてくれた上級生・教員の皆さん入学生を代表して宣誓した 水澤 萌さん入学式の様子
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　日頃からの大学への厚いご支援に感謝いたしております。
　今年度は公立大学法人として、3年目を迎えております。業務実績としては、中期目標を見据えた年度計画の達成につとめ
て参りました。6月19日に開催された本学経営審議会において、業務実績の全体が報告され、高い評価をいただきました。
　とくに教育においては優秀な学生の確保や養成課題の充実、国試対策の充実など資質の高い看護人材の育成につと
めました。学生の確保については県内外の高校訪問やオープンキャンパス、学校見学会などを積極的に行い、志願者倍
率は5.9倍となりました。また大学院についても開学以来待望の定員充足を満たすことが出来ました。学部卒業生は保健
師、助産師、看護師の国家試験において、いずれも100％合格率を達成しました。修了生の専門看護師資格審査（CNS）
においても合格率100％でした。
　地域貢献においては、昨年度に引き続き看護研究交流センターの多様な活動を通じて、大学の教育・研究成果を地域
に還元してきました。特に地元の医師と市民と大学人との医療・福祉に関する会である「いきいきサロン」は始めて以来
40回をかさね、延べ参加人数は3252名になり、内容的には地元市民のリピーターの増加など、ますます市民から愛され
るサロンとして定着したものになっています。
　国際交流においては、海外大学との包括交流協定に基づき、ホーチミン医科薬科大学のリ・ティ・フォン・ホア看護医
療学部副学部長による特別講演を本学で開催しました。ベトナムの医療を取り巻く環境は年々向上している一方で、看護
師不足や技術的質がそれに追いついていない現状や、ベトナムの看護教育を知る良い機会となりました。
　本年度8月にはまた、本学の学生・教員が再度大学等に訪問し、さらなる交流が深められることとなるでしょう。私たち
の大学は今、外に向かって開いていこうとしています。そこから入ってくる情報はこれまでと違った質のものが入ってきま
す。それが私たちの県立看護大学の看護教育の環境を大きく、伸 と々した世界に継がる雰囲気をつくってくれることで
しょう。
　以上のように充実した平成26年度を達成できました。私たちの大学はこれからも発展していきます。どうかこれまでと
同様、温かなご支援をよろしくお願いいたします。

活躍する看護大学

新潟県立看護大学　学長　渡　邉　　隆

　平成２６年度に引き続き、平成２７年度も新潟県立看護大学後援会長を仰せつかりました髙橋秀之と申します。看護大
学在学生の保護者の皆さまには、日頃より後援会活動にご支援、ご協力をいただき、誠にありがとうございます。
　後援会では、今年度も昨年度同様に大学と保護者の皆さまとの相互理解を図りつつ、お預かりした大切な後援会費を
学生の皆さんが充実した学生生活を送っていただくための各種支援活動に活用して参りたいと考えております。学生の自
主的活動への援助、学生の教育振興の増進、学生福祉の増進事業など、さまざまな支援を実施しておりますが、更なる学
生の皆さんのサポートを図って参ります。
　さて、話は変わりますが、現在５人に１人が６５歳以上という高齢社会を迎え、看護師・保健師の担う役割や活躍の場
は大きく変わりつつあります。学生の皆さんは、これからの時代に求められる看護師を目指してほしいと思います。
　最後に、今後も新潟県立看護大学後援会では、保護者の皆さまのご理解とご協力をいただき、教職員の皆さまと連携
しつつ、学生の皆さんが魅力あるキャンパスライフを過ごせるよう応援をしていきたいと考えておりますので、どうぞよろし
くお願い申し上げます。

Niigata College of Nursing

ごあいさつ

27年度新潟県立看護大学後援会　会長　

平成27年度入学生

ごあいさつ

Niigata College of Nursing

入 学 式

　４月１０日（金）・１１日（土）と一泊二日の日程で、新入生学外オリエンテーションが行

われました。

　まずは体と心をほぐすため学内体育館で「インディアカ」（羽根のついたボールを手

で打ち合うバレーボールのようなスポーツです）をグループ対抗で行い、心地よい汗を

かいた後、長野県黒姫高原にある「ホテルアスティくろひめ」に移動しました。夕食前に

は部屋ごとに創意工夫を凝らした帽子を作成し、夕食後に全員の前でその帽子を紹介

するとともに、他己紹介（お隣の人を紹介してあげます）を行い、笑いや歓声に包まれま

した。

　２日目は、アイスブレーキング（簡単なゲーム）でパッチリお目覚めした後、上

級生１１名からも参加してもらいながら「これからの大学生活を考えてみよ

う」と題したグループワークを行い、勉強、サークルやアルバイトなど様々な

悩みへのアドバイスを受けました。

　この２日間の交流でたくさんの仲間と打ち解け、また、頼りになる上級

生の姿を見て、大学生活を過ごす上での期待と自信が膨らんだようです。

学外オリエンテーション新入生

4月7日（火）入学式が挙
行され、学部1年生94名、
編入3年生3名、大学院生
13名の入学が許可され
ました。



2

校歌斉唱でリードしてくれた上級生・教員の皆さん入学生を代表して宣誓した さん入学式の様子

3

　日頃からの大学への厚いご支援に感謝いたしております。
　今年度は公立大学法人として、3年目を迎えております。業務実績としては、中期目標を見据えた年度計画の達成につとめ
て参りました。6月19日に開催された本学経営審議会において、業務実績の全体が報告され、高い評価をいただきました。
　とくに教育においては優秀な学生の確保や養成課題の充実、国試対策の充実など資質の高い看護人材の育成につと
めました。学生の確保については県内外の高校訪問やオープンキャンパス、学校見学会などを積極的に行い、志願者倍
率は5.9倍となりました。また大学院についても開学以来待望の定員充足を満たすことが出来ました。学部卒業生は保健
師、助産師、看護師の国家試験において、いずれも100％合格率を達成しました。修了生の専門看護師資格審査（CNS）
においても合格率100％でした。
　地域貢献においては、昨年度に引き続き看護研究交流センターの多様な活動を通じて、大学の教育・研究成果を地域
に還元してきました。特に地元の医師と市民と大学人との医療・福祉に関する会である「いきいきサロン」は始めて以来
40回をかさね、延べ参加人数は3252名になり、内容的には地元市民のリピーターの増加など、ますます市民から愛され
るサロンとして定着したものになっています。
　国際交流においては、海外大学との包括交流協定に基づき、ホーチミン医科薬科大学のリ・ティ・フォン・ホア看護医
療学部副学部長による特別講演を本学で開催しました。ベトナムの医療を取り巻く環境は年々向上している一方で、看護
師不足や技術的質がそれに追いついていない現状や、ベトナムの看護教育を知る良い機会となりました。
　本年度8月にはまた、本学の学生・教員が再度大学等に訪問し、さらなる交流が深められることとなるでしょう。私たち
の大学は今、外に向かって開いていこうとしています。そこから入ってくる情報はこれまでと違った質のものが入ってきま
す。それが私たちの県立看護大学の看護教育の環境を大きく、伸 と々した世界に継がる雰囲気をつくってくれることで
しょう。
　以上のように充実した平成26年度を達成できました。私たちの大学はこれからも発展していきます。どうかこれまでと
同様、温かなご支援をよろしくお願いいたします。

活躍する看護大学

新潟県立看護大学　学長　渡　邉　　隆

　平成２６年度に引き続き、平成２７年度も新潟県立看護大学後援会長を仰せつかりました髙橋秀之と申します。看護大
学在学生の保護者の皆さまには、日頃より後援会活動にご支援、ご協力をいただき、誠にありがとうございます。
　後援会では、今年度も昨年度同様に大学と保護者の皆さまとの相互理解を図りつつ、お預かりした大切な後援会費を
学生の皆さんが充実した学生生活を送っていただくための各種支援活動に活用して参りたいと考えております。学生の自
主的活動への援助、学生の教育振興の増進、学生福祉の増進事業など、さまざまな支援を実施しておりますが、更なる学
生の皆さんのサポートを図って参ります。
　さて、話は変わりますが、現在５人に１人が６５歳以上という高齢社会を迎え、看護師・保健師の担う役割や活躍の場
は大きく変わりつつあります。学生の皆さんは、これからの時代に求められる看護師を目指してほしいと思います。
　最後に、今後も新潟県立看護大学後援会では、保護者の皆さまのご理解とご協力をいただき、教職員の皆さまと連携
しつつ、学生の皆さんが魅力あるキャンパスライフを過ごせるよう応援をしていきたいと考えておりますので、どうぞよろし
くお願い申し上げます。

Niigata College of Nursing

ごあいさつ

27年度新潟県立看護大学後援会　会長　髙　橋　　秀　之

平成27年度入学生

ごあいさつ

Niigata College of Nursing

入 学 式

　４月１０日（金）・１１日（土）と一泊二日の日程で、新入生学外オリエンテーションが行

われました。

　まずは体と心をほぐすため学内体育館で「インディアカ」（羽根のついたボールを手

で打ち合うバレーボールのようなスポーツです）をグループ対抗で行い、心地よい汗を

かいた後、長野県黒姫高原にある「ホテルアスティくろひめ」に移動しました。夕食前に

は部屋ごとに創意工夫を凝らした帽子を作成し、夕食後に全員の前でその帽子を紹介

するとともに、他己紹介（お隣の人を紹介してあげます）を行い、笑いや歓声に包まれま

した。

　２日目は、アイスブレーキング（簡単なゲーム）でパッチリお目覚めした後、上

級生１１名からも参加してもらいながら「これからの大学生活を考えてみよ

う」と題したグループワークを行い、勉強、サークルやアルバイトなど様々な

悩みへのアドバイスを受けました。

　この２日間の交流でたくさんの仲間と打ち解け、また、頼りになる上級

生の姿を見て、大学生活を過ごす上での期待と自信が膨らんだようです。

学外オリエンテーション新入生

4月7日（火）入学式が挙
行され、学部1年生94名、
編入3年生3名、大学院生
13名の入学が許可され
ました。



4 5

　この継燈式を行うことによって、13期生全員が7月から始まる基礎看護学実習への決意を新

たにすることができたと思います。1年後期で実行委員会を立ち上げ、約半年間、継燈式に向け

て取り組んできました。今回この式を終えて、13期生の団結力が深まり、さらに看護に対する意

識が高まったと思います。授業や試験で忙しい中、合間をぬってリハーサルをし、当日に向けて

準備をしてきました。全員の協力があったからこそ、このような素晴らしい式を作り上げることができました。

　実行委員をはじめ、13期生全員が積極的に取り組み、大きな問題もなく進めることができました。また、多くの方々か

らのサポートがあったからこそ、実行委員長をやり遂げることができたと感じています。私自身、実行委員長としてのこ

の半年間にわたる活動は、とても貴重な経験になり、自分自身を成長させることができたと思います。

　この継燈式を作り上げることができたのは、先輩・後輩・教職員の方々のご指導・ご助言のおかげであると感じていま

す。また、私たちを温かく見守り、背中を押してくれた家族にも感謝の気持ちでいっぱいです。

　先輩から受け継いだ看護の灯のもと、気持ちを引き締め、より一層精進していきたいと思います。これからもご指導

をよろしくお願いします。

継燈式実行委員会委員長　

Niigata College of Nursing Niigata College of Nursing

　７月１日（水）本学ホールにおいて、第１３期生９４名の
継燈式が行われました。先輩からの看護の燈を引き継
ぎ、看護職を志す決意を心に刻み込みました。

７月２３日（木）に上越まつりの大民謡流しに参加しました。今
年はまつりの初日の開催ということもあり、学生と教職員心
一つに踊り、まつりを盛り立てました。

４月２５日（土）に自治会主催による新入生歓迎球技大会
が開催されました。ドッジボールで汗をかきながら、学年
間の交流を深めることができました。

継燈式を終えて

少しだけ学生た
ちの活動を

見てみましょう!
少しだけ学生た

ちの活動を

見てみましょう!上越まつり球技大会

継 燈 式

Student Activities On
The Campus!!

実行委員会の皆さん
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準備をしてきました。全員の協力があったからこそ、このような素晴らしい式を作り上げることができました。

　実行委員をはじめ、13期生全員が積極的に取り組み、大きな問題もなく進めることができました。また、多くの方々か

らのサポートがあったからこそ、実行委員長をやり遂げることができたと感じています。私自身、実行委員長としてのこ

の半年間にわたる活動は、とても貴重な経験になり、自分自身を成長させることができたと思います。

　この継燈式を作り上げることができたのは、先輩・後輩・教職員の方々のご指導・ご助言のおかげであると感じていま

す。また、私たちを温かく見守り、背中を押してくれた家族にも感謝の気持ちでいっぱいです。

　先輩から受け継いだ看護の灯のもと、気持ちを引き締め、より一層精進していきたいと思います。これからもご指導

をよろしくお願いします。

継燈式実行委員会委員長　小山　真理恵

Niigata College of Nursing Niigata College of Nursing

　７月１日（水）本学ホールにおいて、第１３期生９４名の
継燈式が行われました。先輩からの看護の燈を引き継
ぎ、看護職を志す決意を心に刻み込みました。

７月２３日（木）に上越まつりの大民謡流しに参加しました。今
年はまつりの初日の開催ということもあり、学生と教職員心
一つに踊り、まつりを盛り立てました。

４月２５日（土）に自治会主催による新入生歓迎球技大会
が開催されました。ドッジボールで汗をかきながら、学年
間の交流を深めることができました。

継燈式を終えて

少しだけ学生た
ちの活動を

見てみましょう!
少しだけ学生た

ちの活動を

見てみましょう!上越まつり球技大会

継 燈 式

Student Activities On
The Campus!!

実行委員会の皆さん

平成26年度後援会決算書

平成27年度後援会予算書

平成26年度特別会計［学生会館建設基金］決算書	

平成27年度特別会計［学生会館建設基金］予算書

歳入の部

歳入の部

歳入の部

歳入の部

歳出の部

歳出の部

（単位 :円）

（単位 :円）

本年度予算額（A） 収入総額（B） 差引（B-A） 備　　　　　考
会 費 4,632,000 4,392,000 -240,000 平成 26年度在学生の納入会費（過年度未納者納入分含む）
繰 越 金 6,413,253 6,413,253 0 前年度からの繰り越し	
寄 付 金 0 0 0
雑 入 22,912 2,198 -20,714 平成 26年度預金利息
合 計 11,068,165 10,807,451 -260,714

前年度予算額（A） 本年度予算額（B） 増減額（B-A） 備　　　　　考
会 費 4,632,000 4,512,000 -120,000 48,000×1年生 94人
繰 越 金 6,413,253 5,849,354 -563,899
寄 付 金 0 0 0
雑 入 22,912 2,198 -20,714 預金利息　
合 計 11,068,165 10,363,552 -704,613

本年度予算額（A） 総支出額（B） 差引（B-A） 備　　　　　考　
総 　 務 　 費 880,000 485,744 -394,256
　会　　　　議　　　　費 50,000 12,236 -37,764 総会・監査役員旅費
　　（総　　　会　　　費） 11,026
　　（役　員　会　費） 1,210
　事　　　　務　　　　費 180,000 114,184 -65,816 生花代　封筒印刷代等　	 	
　広　　　　報　　　　費 600,000 359,324 -240,676 後援会だより印刷・送料
事 　 業 　 費 4,950,000 4,472,353 -477,647
学生自主活動推進費 1,350,000 1,109,336 -240,664
（大学祭・継燈式） 484,392 桜蓮祭　継燈式
（自治会活動費補助） 624,944 自治会　上越まつり　球技大会　オープンキャンパス
学 生 教 育 振 興 費 2,000,000 1,772,865 -227,135

（実 習 経 費 補 助 ） 1,772,865 実習衣購入代　実習高速道路料金等補助　抗体価検査料補助　
実習懇談会お茶代　成績優秀賞記念品代等

学 生 福 祉 増 進 費 1,600,000 1,590,152 -9,848
（食 堂 運 営 補 助 ） 1,590,152 食堂光熱費等　自動販売機電気代		

（学外オリエンテーション経費助成） 0
予 　 備 　 費 5,238,165 0 -5,238,165 ※ 4年間分一括納入の預かり分を含む
特 別 会 計 繰 出 金 0 0 0 学生会館建設基金
合 　 　 　 　 　 　 　 計 11,068,165 4,958,097 -6,110,068

前年度予算額（A） 本年度予算額（B） 増減額（B-A） 備　　　　　考
総 　 務 　 費 880,000 830,000 -50,000
会 　 議 　 費 100,000 50,000 -50,000 役員旅費　はがき・切手代等
事 　 務 　 費 180,000 180,000 0 生花代　封筒印刷代等
広 　 報 　 費 600,000 600,000 0 後援会だより印刷・送料

事 　 業 　 費 4,950,000 5,150,000 200,000

学生自主活動推進費 1,350,000 1,350,000 0 桜蓮祭　継燈式　自治会　上越まつり　球技大会　オープンキャンパス

学 生 教 育 振 興 費 2,000,000 2,000,000 0 実習衣購入代　実習高速道路料金等補助　抗体価検査料補助実習懇談会お茶代　成績優秀賞記念品代等
学 生 福 祉 増 進 費 1,600,000 1,800,000 200,000 食堂光熱費及び売店経費　自動販売機電気代

予 　 備 　 費 5,238,165 4,383,552 -854,613 ※ 4年間分一括納入の預かり分を含む
特 別 会 計 繰 出 金 0 0 0
合 　 　 　 　 　 　 　 計 11,068,165 10,363,552 -704,613

H26年度収入総額
10,807,451

H26年度収入総額
1,000,000

H26年度支出総額
4,958,097

H26年度支出総額
0

H26年度繰越額
5,849,354

H26年度繰越額
1,000,000

本年度予算額（A) 収入総額（B) 差引（B-A) 備　　考
繰 越 金 1,000,000 1,000,000 0 定額貯金のため、解約時に利子額が確定する
合 計 1,000,000 1,000,000 0

本年度予算額（A) 収入総額（B) 差引（B-A) 備　　考
繰 越 金 1,000,000 1,000,000 0 定額貯金のため、解約時に利子額が確定する
合 計 1,000,000 1,000,000 0

（単位 : 円）

（単位 :円）

受験者 合格者 合格率 全国合格率
看護師 92名 92名 		100% 95.5%
保健師 92名 92名 100% 99.6%
助産師 4名 4 名 100% 99.9%

国家試験結果
平成26年度に行われた国家試験の合格状況です。
すべての受験職種において、みごと合格率100％
を達成しました。

平成 26 年度	国家試験合格状況（新卒者のみ）

　平成 27年度後援会定期総会が4月7日（火）、入学式終了後、本学ホールにおいて開催され、下記のとおり平成 26年度決算並びに
平成27年度予算について審議の上承認されました。
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看 護 学 部 　 看 護 学 科
問い合わせ先／〒943-0147　新潟県上越市新南町240番地
 新潟県立看護大学 教務学生課
 TEL 025-526-2811　FAX 025-526-2815
 E-mail　togaku@niigata-cn.ac.jp

Niigata College of Nursing
新潟県立看護大学

公開講座の詳細はホームページ・広報誌などで公開しています。ホームページは検索サイトで「看護研究交流センター」とご検索ください。
看護研究交流センターホームページＵＲＬ　http://www.nirin.jp/

E-mail  nirin@niigata-cn.ac.jp　〒943-0147新潟県上越市新南町240番地

【申込先】新潟県立看護大学　看護研究交流センター（新潟県立看護大学内）
　　　　  TEL&FAX 025-526-2822      

検　索看護研究交流センター

決意を心に（7月1日継燈式）

 ● ごあいさつ 2

 ● 入学式、学外オリエンテーション 3 

2015.8　vol.23

● 後援会決算・予算、国家試験結果 5

● 公開講座、学内ニュース 6

● 継燈式、球技大会、上越まつり 4

新潟県立看護大学内にある看護研究交流センターでは、下記の講座を実施予定です。みなさまふるってご参加ください。会場は全て新潟県立看
護大学となります。なお、事前申込を要する講座にはそれぞれ申込期間があります。お問い合わせいただくか、ホームページでご確認ください。

平成27年度
看護研究交流センター　公開講座一覧 

Niigata College of Nursing

日　時 事前申込テーマ 対象者 参加費定員講　師 講座名

日本人が食べてきた食事
「和食の良い所、悪い所を見直す」

わかりやすい
プレゼンテーションのやりかた

最新の眼科医療で
高齢者の眼病に立ち向かう

助産における
セーフティマネージメント

自分を活かし後輩を活かす
プリセプター/

パートナーシップのあり方

介護予防は
生活習慣病予防から

高齢者の爪ケア

ネット依存症
～インターネット使用障害の

現状と対処～

エクセル統計処理

呼吸のフィジカルアセスメント 新潟県立看護大学
講師　飯田　智恵

上越地域医療センター病院
栄養士長　管理栄養士
水沢 麻奈美 先生

新潟県立看護大学
准教授　永吉 雅人

新潟県立看護大学
教授　橋本 明浩

新潟県立中央病院
慢性疾患看護専門看護師
上原 喜美子 先生
糖尿病看護認定看護師
武田 織枝 先生

上越市役所
保健師　細谷 早苗 先生

独立行政法人国立病院機構
久里浜医療センター
医師　中山 秀紀 先生

石田眼科医院
院長　石田 誠夫 先生

中京大学法科大学院
教授　稲葉 一人 先生

新潟県立看護大学
准教授　原 等子
准教授　岡村 典子
准教授　髙島 葉子

要
下記申込先へ

要
下記申込先へ

要
下記申込先へ

どなたでも

看護・
介護職

不要

ホール東側の窓に風船葛による緑のカーテンを設置しました。

今年は、学生からも苗の移植作業のお手伝いをいただきました。

そのおかげで、見た目も涼しく、爽やかな風が吹き込んできています。

学内
ニュース 風船葛（フウセンカズラ）の

緑のカーテンで涼しい夏を！
風船葛（フウセンカズラ）の
緑のカーテンで涼しい夏を！

11月19日(木)
18:30～19:30

11月7日(土)
10:00～16:00

10月29日(木)
18:30～19:30

10月24日(土)
13:00～16:00

10月23日(金)
18:00～19:30

10月16日(金)
12:50～16:00

10月3日(土)
10:00～16:00

9月29日(火)
10:00～15:30

9月17日(木)
18:30～19:30

9月12日(土)
9:30～12:30

いきいきサロン

いきいきサロン

市民公開講座

なし 無料

どなたでも 不要なし 無料

いきいきサロン どなたでも 不要なし 無料

どなたでも 無料

無料

どこでもカレッジ

どこでもカレッジ

30名

160名

2,000円

2,000円

要
下記申込先へ

卒後
2～7年目
の看護職

50名

無料どこでもカレッジ
要

下記申込先へ
看護・
介護職50名

どこでもカレッジ 看護・
介護職12名

要
下記申込先へ1,000円どこでもカレッジ

看護・
介護職30名

要
下記申込先へ2,000円どこでもカレッジ 看護・

介護職6名




